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この試験は，「自筆ノート持ち込み可」で行います．本やコピーなどは持ち込み不可です．
時間は，2時 40分から 4時 10分までの 90分です．答案用紙は 1枚両面です．これに収ま
るように書いてください．(多少欄外にはみ出してもかまいません．) 解答は途中経過や論理
的理由などをきちんと書いてください．答えの式だけを書いてあるものは大幅な減点になり
ます．すべての問題で，形式的に微分方程式の両辺を割ったりするときに，分母が 0になる
場合の吟味が不十分なものは減点です．

[1] 次のそれぞれの微分方程式を解け．解が本当にそれしかないということのきちんとし
た根拠を示すこと．(解の一意性に関する一般論を適用する場合は，何をどのように適用し
たかを述べること．)

(1) y′ = y + y2.

(2) y′ − 2xy = x.

(3) y′′ + 2y′ + y = 0, y(0) = 1, y′(0) = 1.

[2] y は実数全体で定義された x の関数で，次の微分方程式を満たしているとする．この
とき，y を求めよ．

x2y′ = 2xy + y2.

[3] 3つの関数 y = 2e2x, e2x − xe2x, 3e−x + 4xe2x はすべて，定数係数 3階常微分方程式
y′′′ + ay′′ + by′ + cy = 0 の解であるとする．

(1) このとき，実数 a, b, cの値を求めよ．
(2) 上の，a, b, c に対し，微分方程式 y′′′ + ay′′ + by′ + cy = 4e3xの解を一つ求めよ．

[4] 微分方程式

P (x, y) + Q(x, y)
dy

dx
= 0

で，次の 3条件すべてを満たしているものの例を一つ挙げよ．
(1) P (x, y),Q(x, y) はいずれも，x, y の多項式である．
(2) x = 0 で y = 0 かつ，x = 1 で y = 0 となる，この微分方程式の解は無限にある．
(3) 任意の実数 c について，x = 2 で y = c となる，この微分方程式の解は一つだけ存在

する．
ただし，その例が本当に上記の条件を満たしていることをきちんと説明すること．また，

その微分方程式について，x = 2 で y = 2 となる解を求めよ．


